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余
暇
の
ひ
と
と
き

医師会健康講座

高
齢
者
に
み
ら
れ
る
膝
関
節
痛
疾
患
に
つ
い
て

 

植
木
整
形
外
科
（
堀
端
町
）　
植
木
　
隆
平

　

下
肢
の
中
心
に
あ
り
荷
重
の
か

か
る
膝
関
節
は
、
痛
み
が
よ
く
み

ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
高
齢
者
に

み
ら
れ
る
膝
関
節
痛
を
き
た
す
疾

患
の
話
を
し
ま
す
。

【
変
形
性
膝
関
節
症
】
高
齢
者
で
膝

関
節
痛
を
起
こ
す
、
一
番
多
い
疾

患
で
す
。
膝
の
屈
伸
運
動
の
際
に
、

膝
関
節
内
で
は
大
腿
骨
と
脛
骨
の

軟
骨
が
接
し
て
動
い
て
い
ま
す
。

加
齢
や
関
節
外
傷
や
体
重
の
増
加

な
ど
が
原
因
で
、
そ
の
軟
骨
に
負

荷
が
か
か
り
摩
耗
し
て
、
少
し
ず

つ
変
形
性
関
節
症
が
進
む
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
病
気
の
初
期
の

段
階
で
は
、
負
荷
が
か
り
過
ぎ
る

と
痛
み
が
出
現
し
ま
す
。
軟
骨
の

摩
耗
が
進
む
と
、
関
節
の
不
安
定

性
が
で
て
き
て
周
辺
の
靭
帯
や
筋

肉
に
負
担
が
か
か
り
、
関
節
内
に

水
が
溜
ま
っ
た
り
、
痛
み
が
強
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
偽ぎ

痛つ
う

風ふ
う

症
】
高
齢
者
に
多
く
、
体

内
で
産
生
さ
れ
た
ピ
ロ
リ
ン
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
の
結
晶
が
膝
関
節
内
の

滑
膜
に
沈
着
し
て
発
症
す
る
関
節

炎
で
す
。
関
節
に
疼
痛
と
発
赤
や

腫
れ
が
出
現
し
、
中
年
期
の
人
に

多
い
尿
酸
が
原
因
と
な
る
痛
風
性

関
節
炎
と
症
状
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
偽
痛
風
と
い
う
名
前
が
つ

い
て
い
ま
す
。
局
所
の
関
節
炎
だ

け
で
な
く
、
発
熱
な
ど
の
全
身
の

炎
症
症
状
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
化
膿
性
関
節
炎
】
関
節
腔
内
の
狭

い
隙
間
の
中
に
細
菌
な
ど
微
生
物

が
侵
入
し
増
殖
し
た
関
節
炎
で
、

発
赤
や
腫
れ
が
み
ら
れ
ま
す
。
急

に
起
こ
り
悪
く
な
る
関
節
炎
で
、

全
身
の
炎
症
症
状
も
認
め
ら
れ
、

早
期
の
治
療
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
膝
関
節
の
骨
壊え

死し

症
】
骨
壊
死

症
は
、
骨
細
胞
へ
の
血
流
の
循
環

障
害
に
よ
り
骨
細
胞
の
壊
死
が
生

じ
、
骨
組
織
の
病
変
に
よ
る
疼
痛
・

機
能
障
害
を
き
た
す
疾
患
で
す
。

股
関
節
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
い

疾
患
で
す
が
、
膝
関
節
で
は
大
腿

骨
の
内
側
の
関
節
面
に
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

中
年
期
や
高
齢
者
の
人
で
、
突

然
の
夜
間
の
膝
痛
と
し
て
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
発
病
初
期

に
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
病
気
が
進
行
す
る
と
前
記
の

変
形
性
膝
関
節
症
に
移
行
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
関
節
リ
ウ
マ
チ
】
多
発
性
の
関
節

炎
を
主
症
状
と
し
、
原
因
が
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
い
な
い
、
全
身
に

炎
症
症
状
を
き
た
す
疾
患
で
す
。

20
〜
40
歳
代
の
発
症
が
多
い
中

で
、
高
齢
で
発
症
す
る
人
も
い
ま

す
。
発
症
初
期
に
は
膝
だ
け
、
あ

る
い
は
手
足
の
関
節
１
つ
が
痛
い

だ
け
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
次

第
に
ほ
か
の
関
節
の
腫
れ
や
痛
み

が
出
現
し
て
き
ま
す
。
朝
起
き
た

と
き
に
感
じ
る
手
の
こ
わ
ば
り
感

が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
簡
単
に
高
齢
者
に
み
ら

れ
る
膝
関
節
痛
疾
患
の
一
部
を
説

明
し
ま
し
た
。
な
お
、疾
患
に
よ
っ

て
は
診
断
な
ど
に
時
間
と
費
用
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

近
く
の
整
形
外
科
で
相
談
く
だ
さ

い
。
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櫻
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が
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張
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松
　
　
秋
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飛
び
梅
や
今
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を
道み

ち

真ざ
ね

と�

金
田
八
重
子

啓け
い

蟄ち
つ

や
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蠣
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三
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尚
子
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め
子

小
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惜
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森
田
　
寿
美

ゆ
っ
た
り
と
泳
ぐ
水
鳥
水
温
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二
宮
美
千
代

た
ん
ぽ
ゝ
や
笑
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の
ご
と
く
野
辺
に
咲
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二
宮
リ
ヱ
子
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緑
や
野の

点だ
て
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う

氈せ
ん

紅
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ゆ
る�

萩
森
　
理
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光
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ま
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浅
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汽
水
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ど
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逃
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潮�

原
田
　
権
左

春
霞
尻
割
山
の
尻
薄
れ�

佐
々

木
皓
一

八や

十そ

路じ

坂
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
変
化
球�

赤
松
委
沙
子

地
震
来
た
ど
こ
に
置
い
た
か
ヘ
ル
メ
ッ
ト�

荒
木
　
孝
二

別
の
道
あ
っ
た
筈
だ
と
結
果
論�

加
賀
山
一
興

お
遍
路
に
道
を
教
え
て
祈
る
無
事�

西
田
　
裕
至

長
生
き
へ
生
命
線
に
爪
立
て
る�

日
野
　
厚
生

降
り
続
く
雪
は
見
な
れ
し
峡
染
め
て
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
の
花
も
埋
め
た
り�

中
村
　
美
鈴

つ
ぎ
つ
ぎ
と
質
問
す
る
ど
き
小
学
生
僧
は
答
え
ぬ
ウ

グ
イ
ス
の
鳴
く�

首
藤
　
千
晶

三
十
六
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読
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き
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も
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て
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を
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み
ぬ�

森
　
ユ
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子

岩
松
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し
ま
に
映
し
た
る
川
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づ
か
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波

に
ゆ
ら
げ
り�

西
﨑
美
紀
子

一
徹
な
上
司
に
仕
え
今
も
持
つ
檜
の
鬼
面
つ
や
も
ち

て
来
ぬ�

清
家
　
幸
子


